
 

（第２号様式）                                                                                        令和５年３月 30 日  
神奈川県教育委員会教育長 殿 

県立向の岡工業高等学校長（全日制）  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・新教育課程に
おいて、工業教
育の特色を生か
し、社会で必要
とされる専門性
の向上を図る教
育課程を提供す
る。 
 
 
・自ら課題を発
見し解決する力
の育成と主体的
に学ぶ意欲の向
上を図る。 
 
 
 
 
・学校行事や生
徒会活動を通
じ、自他の多様
性を尊重させ、
生徒の主体的な
活動の促進を図
る。 

・深い学びを実
現するため教育
課程の再検討と
職員の ICT 活用
率向上を目指
す。 
 
 
 
 
・自己のキャリ
ア形成の方向性
と関連付けなが
ら、見通しを持
って取り組み、
資格取得やｺﾝﾃｽ
ﾄへの意欲の向
上を図る。 
 
・生徒会行事の
運営を通して、
生徒の自立心を
育成する。 

・新教育課程の
再検討を行い、
より深い学びを
保証する教育課
程を策定する。
職員の ICT 活用
が進まない原因
を洗い出し、対
策を検討する。 
 
・教科指導以外
でも、工業につ
いて学ぶ機会を
設け、生徒の工
業に対する興味
関心を高め、主
体的な取り組み
を促す。 
 
・コロナ禍にお
ける学校行事の
在 り 方 に つ い
て、生徒たちに
考えさせ、企画
や準備を支援し
ていく。 

・改善した教育
課程の策定や検
討が行えたか。 
職員の ICT 活用
率 が 向 上 し た
か。 
 
 
 
 
・資格取得を促
進し、ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀ
ｰ取得者数を増や
すことができた
か。また、ｺﾝﾃｽﾄ
等への支援体制が
向上したか。 
 
・コロナ禍によ
る制限がある中
で、安全安心な
生徒会行事が実
施でき、生徒に
成功体験を積ま
せることができ
たか。 

・教育課程の再検
討については現在
継続中である。
ICT 活用について
は授業改善の一環
として公開授業を
行い、職員の意
識、技術の向上を
図れた。 
・ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽﾀｰは校
内表彰を含め 23
名(特別表彰 1 名､
ｺﾞｰﾙﾄﾞ 1 名、ｼﾙﾊﾞ
ｰ 2 名、ﾌﾞﾛﾝｽﾞ 13
名、向工ﾏｲｽﾀｰ 6
名 ) が 認 定 さ れ
た。各科でｺﾝﾃｽﾄ
等への参加及び活
躍がみられた。 
・体育祭にて、感
染対策が取れる種
目を検討し、実施
につなげることが
できた。 
・安全安心な文化
祭を実施できた。
コロナ禍のため制
限してきた体育館
イベントも行い、
向友祭振り返りア
ンケートにおいて
も９割を超える方
が「来年も来校し
たい」等高評価を
得られた。 

・教育課程の再検
討については校内
でさらに意見統一
を図るべく、引き
続き検討を進め
る。ICT 活用につ
いては職員間での
意識やスキルの違
いがあるが、意識
改革も含め校内で
の活用を進める。 
・上級資格の取得
を目指す生徒の増
加に対し、class 
room 等のｱﾌﾟﾘを
活用し、連絡や教
材の共有を図り成
果につなげたが、
取得支援体制の一
層の構築を図る。
また、受講人数の
少ない資格を隔年
開催にする等、運
営面の効率化負担
軽減を図りたい。 
・今後、コロナに
よる制限が緩やか
になる中、従前の
良さをどれ程活か
していけるかが課
題。オンラインを
併用することで、
より効率的で効果
的で新しい形も検
討していく。 

・品質改善活動的に捉え
れば、現在の達成状況は
問題解決の手順として、
対策検討段階である。こ
こまでの活動を次年度の
工程に着実に引継ぎ、事
実に基づく対策を立案し
評価して満足のいく結果
が得られるよう活動され
たい。 
・ICT 活用にはまずコン
テンツの充実が必要。 
・学校行事を通して自発
的意欲の情勢、成功体験
の積み重ねをお願いす
る。 

・教育課程の再検討については
校内での検討、調整が必ずしも
十分ではなかった。ICT の活用
については昨年度より先に進ん
でいるが、校内全体としての取
組みをさらに進める必要があ
る。 
 
 
・資格取得を通した自己のキャ
リア形成については、ｼﾞｭﾆｱﾏｲｽ
ﾀｰ取得者数の増加をみても成果
があがった。また、各科のコン
テストへの取り組み状況も充実
しており、引き続きスペシャリ
ストの育成をめざして取り組ん
でいきたい。その中で、資格指
導やコンテスト等への技術指導
が特定教職員の負担増加になら
ないように実施方法や運用を検
討していきたい。 
 
 
・生徒が主体的に活動できる安
全安心な生徒会行事を行うこと
ができた。 

・教育課程の再検討については
校内での調整を進め、令和５年
５月の完成を目指す。ICT の活
用についてはコンテンツの充
実、共用化を進める。 
 
 
 
 
・上級資格等については、職員
の負担が偏らないように、組織
として対応し、各科連携をして
取り組みたい。classroom 等の
生徒が共通で使用できるコンテ
ンツも増えたので有効に活用し
ていきたい。また、受講人数の
少ない資格は隔年開催にするこ
とで、生徒のニーズにも合うか
たちで実施していきたい。 
 
 
 
 
・リアル開催とオンライン開催
の良いところを活かしつつ、よ
り効率的で効果的な形を検討し
実践していく。 
 
 
 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・自己の成長を
意識させ、社会
人としての基礎
力を身に付けさ
せる。 
 
 
 
 
 
・学校行事や部
活動を通じて、
責任感、協調
性、自主性の涵
養を図る。 
 

・基本的生活習
慣を身につけさ
せる。 
 
・教育相談体制
を強化し、情報
共有の充実に努
めながら、問題
行動等の未然防
止と問題解決を
図る。 
 
・生徒の主体的
な活動への支援
を通して、自立
心や責任感を育
成する。 
 
 

・挨拶・服装・頭
髪・遅刻等、粘り
強く指導を行う。 
・課題を抱える生
徒に対して、職員
間及び、職員とス
クールカウンセラ
ーやスクールソー
シャルワーカーと
連携し、組織的な
対応を進める。 
・コロナ禍にお
ける部活動の在
り方について、
部員たちに考え
させ、合理的で
効果的な活動が
できるよう支援
していく。 

・遅刻指導等の
件数が前年度よ
り減少したか。 
・学年や教科間の
連携及び、教育相
談との連携による
組織的な対応がで
きたか。それによ
り解決や好転した
ケースが見られた
か。 
・コロナ禍によ
る制限がある中
で、合理的で効
果的な部活動が
行えたか｡また､
生徒に成功体験
を積ませること
ができたか。 

・遅刻指導の件数は
登校日数が通常に戻
ったこともあり､前
年度より増加した。 
・困り感のある生
徒についてケース会
議を実施する等組織
的な対応ができた。
改善に向くケースを
増やすべく、学校で
できる手立てを丁寧
に実践した。 
・向の岡工業高校
の部活動の方針を
定めた。それに準
じ各部活動におい
て、合理的で効果
的な活動を進め
た。 

・今後も粘り強
く、遅刻を含め、
挨拶・服装・頭髪
等の指導を継続
し、生徒の意識改
革を図る。 
・困っている生徒
や教員を見逃すこ
とのないよう､学
年内や関係ｸﾞﾙｰﾌﾟ
との情報共有をよ
り密にしていく。 
・学業との両立の
ためにも必要な休
養を取らせなが
ら、部活ごとに定
めた目標を達成で
きるよう活動を支
援していく。 

・学校の教育活動がコロ
ナの制限が外れて通常に
戻る中で、生徒指導件数
等がコロナ以前の状況に
戻る傾向の中、生徒指導
については学校の指導だ
けでは限界がある（先生
方の指導力の有無ではな
く）。保護者との連携が
「カギ」であり推進され
たい。 
 
・生徒一人一人の個性を
尊重しつつの指導、支援
をお願いする。 

・コロナ対応もしたうえでの指
導は負担も大きく、生徒への対
応が必ずしも十分できたとは言
い難い。登下校時のマナーの対
応などは、保護者との連携も考
える必要はある。 
・困っている生徒についてケー
ス会議等を開催し、情報共有や
支援策について対応することが
できた。一方で支援策を考えて
いても、登校しないなど支援が
行き届かない生徒も一定数い
る。 
・部活動の方針を定め、各部活
動において合理的で効果的な活
動を推進することができた。 

・今までのようなコロナ対応は
今年度で一定の区切りがつくと
思われるため、従来通り粘り強
く個々の生徒に関り、意識改革
を図っていく。 
 
・SCや SSWとの連携をより密に
して、必要な支援をタイムリー
に行えるような支援体制を整え
実践していく。 
 
 
 
・部活動の方針の確実な定着を
目指す。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（３月８日実施） 

総合評価（３月 22日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・生徒一人ひと
りの進路実現に
向けた進路指導
の充実を図る。 
 
 
 
 
・社会的・職業
的自立に資する
よう、労働観、
職業観を育成す
る。 
 
 
 
 
 

・進路選択にお
ける進路指導の
充実を図る。 
 
 
 
 
 
・専門業者と連
携し、労働観や
学習観における
知見の拡大を図
りミスマッチの
未然防止に努め
る。 

・進路情報提供
における ICT 活
用により迅速な
情報提供を行う
ことで、進路に
関して相談の時
間を確保する。 
 
・専門業者利用
による説明会や
セ ミ ナ ー の 開
催、大学進学者
の実力把握のた
めの模擬試験や
論 文 指 導 を 行
い、視野を広げ
自己研鑽できる
よう導く。 

・ICT 活用によ
り生徒がより多
くの情報を確認
し相談する時間
を 確 保 で き た
か。 
 
 
・就職や進学に
おいて、自己の
実力を把握し進
路選択に役立て
ることができた
か。 

・ICT の活用によ
り相談時間が確保
できたことで、１
次内定率が昨年度
の72.6％に対し、
今年度は80.6％と
なった。 
・専門業者及び学
年と連携し、自己
研鑽を行える環境
を整えたことで２
月末現在、就職希
望者の内、学校斡
旋を希望し内定し
た生徒が 99％、
進学希望者の内、
推薦を利用し合格
した生徒が 100％
となった。 

・ ICT の活用によ
り、いつでも情報閲
覧ができるようにな
ったが、ICT 環境の
ない家庭において学
校以外での情報収集
ができないことか
ら、他の生徒と差が
出ないよう担任・保
護者等と連携し、き
め細やかな支援を行っ
ていく。 
・実 力以上の 企
業・入試を選択し
た生徒が不採用･
不合格といった結
果を繰り返し２月
末現在も若干名活
動している。生徒
の希望に近づける
ため専門機関や保
護者等と連携し､
選択肢や視野を広
げ､よりよい進路
決定ができるよう
支援していく。 

・求人票に係る就職指導への
ＩＣＴの導入による、生
徒の就職先検討活動等の
成果が出ている。更に次
なる課題・改善方策への
取り組みをお願いする。 
 
・取得した資格が仕事に
活かせるとよい。 

・就職において、求人票の ICT
化により 2,000 社に及ぶ求人票
の入力時間を短縮することがで
きた。この効果により生徒の相
談時間を例年より多く作ること
ができ、結果、前年度より１次
内定率を８％増加させることが
できた。課題としては、話せな
い、希望動機不明確という理由
から不採用が続く生徒が例年よ
り多く出ていることである。 
・進学において、今年度より専
門業者と連携し８月に模擬試験
及び論文指導を行い進学先との
実力にミスマッチがないよう
に、実力把握を行った。結果、
進学先の選択において自己を理
解し、実力に見合った学校の選
択及び入試方法（推薦・総合型
選抜等）の選択ができた。課題
は、当該指導をより早く実施す
ることで、データを踏まえた適
切な入試方法を選択し、合理的
な受験準備ができるような指導
を進めることである。 

・就職に関しては、意識を早い
うちから育成するため、進路支
援グループ主催の説明会や講演
会・ガイダンス以外に担任との
連携により LHR を利用し、自
己理解や適正理解・様々な情報
を収集し社会人として必要な能
力及び資格を身につけさせるよ
うなカリキュラム作成に努め
る。 
・進学に関しては、就職同様進
路支援グループ主催の取組以外
にも担任と連携し１学年から意
識を開拓していく。更に、８月
に行っていた模擬試験を４月に
変更し早い段階から実力把握を
させることで実力からかけ離れ
たような試験方式を選択しない
ように自己理解をさせ、指導を
行っていく。 

４ 地域等との協働 

・「地域ととも
に育つ向工」を
実現し、「地域
で活躍する向工
生」を育むため
に、地域社会と
の連携による教
育活動を推進す
る。 
 
 
 
 
 
 
 

・「地域ととも
に育つ向工」を
実現するため、
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや説明
会等で本校の教
育活動を発信す
る。 
・「地域で活躍
する向工生」を
育むために、地
域や企業との連
携事業を推進す
る。 

・感染対策を行
いながらの活動
となるため、ﾎｰﾑ
ﾍﾟｰｼﾞや動画等を
充実させ学校活
動や魅力を積極
的な広報活動を
行う。 
・自動ハンドベ
ル演奏やものづ
くり体験教室等
をとおして、自
ら考える力やｺﾐｭ
ﾆｹｰｼｮﾝ能力、も
のづくり教育を
図る。 

・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを利用
して学校の行事や
活動の紹介を通し
て学校の魅力を積
極的に発信するこ
とができたか。学
校説明会参加者､
受検者が増えた
か。 
・ものづくり体
験等に生徒が積
極的に参加協力
し、自ら考える
力やｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ
能力、ものづく
り教育を育むこ
とができたか。 

・感染対策をとり
ながらの学校説明
会ではあったが、
多くの参加があっ
た。体験教室やテ
ックラボにも多く
の参加があり学校
の広報活動が行え
た。また、ﾎｰﾑﾍﾟｰ
ｼﾞ更新も積極的に
行っている。 
・感染症対策が必
要な状況であり、
生徒が参加できる
行事等に制限があ
る中で、丁寧な準
備で教育的効果を
高められた。 

・入学者選抜での
志願者が定員に至
らなかった。学校
説明会、体験教室
等を通して本校の
魅力を伝えられる
よう学校紹介の方
法・内容の検討を
進める。ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ
も一層訴求力を高
める工夫をする。 
・今後生徒の参加
できる行事が増え
ることを活かし､積
極的取組で地域で
の存在感を高めな
がら、ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能
力等を育む。 

・入学志願者が定員に至
るよう文化祭等でよりア
ピールできるとよい。 
・地区清掃活動に感謝。
町会行事へ校則とコロナ
感染状況を考慮し向工の
良さをアピールできる形
で生徒参加を進めたい。 
・ＣＯ2 削減のため生ご
みのリサイクルを。コン
ポスト導入には川崎市の
助成を活用されたい。 
・高校生でも地域社会の
構成員意識の醸成を。 
・久地駅等ﾊﾝﾄﾞﾍﾞﾙ演奏
披露、ものづくり体験教
室等で、地域に対し向工
の存在感を示している。 

・感染対策をとりながらの学校
説明会だったが多くの参加者が
あった。入学者は定員に至らな
かった。入学者の多くが体験教
室・テックラボ・説明会等の参
加者であった。 
・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ更新も積極的に行っ
ている。また、ﾊﾟﾉﾗﾏﾋﾞｭｰも導
入予定であるので校内案内の充
実を図りたい。 
  
・生徒が参加できる行事として
多くはなかったが、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ制
御のﾊﾝﾄﾞﾍﾞﾙﾛﾎﾞｯﾄを２駅で演奏
することで、生徒が主体的に参
加する形で学校アピールに貢献
できた。 
 

・年４回の学校説明会の内容を
検討し、中学生に本校の特色・
魅力を一層伝えていきたい。ま
た、体験教室であるテックラボ
を複数回行い、各科の特色を体
験・理解し本校への志願者を増
やす。 
・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの更新を行い、わか
りやすいﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの運営を目指
す。  
  
・今後次第に制限を緩和しなが
ら生徒の参加できる行事が増え
ることを活かし､積極的取組で
地域での存在感を高めながら、
生徒のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力等を育
む。 

５ 
学校管理 
学校運営 

・校内の情報機器
の整備と防災教育
を推し進め、安全
安心な教育環境を
構築する。 
・全ての職員の資
質向上を図るとと
もに、風通しの良
い職場づくりをめ
ざし、教職員の事
故不祥事を未然に
防止する。 

・昨年度作成し
た生徒対象の風
水害マニュアル
について、生
徒・職員に周知
する。 
 
・事故防止研修
を行い、事故不
祥事の未然防止
に努める。 

・年間の防災訓
練において、風
水害に関する訓
練も実施し、保
護者等にも周知
する。 
・初めて私費会
計を担当する職
員への連絡を密
に行い、業務が
スムーズに行え
るようにする。 

・マニュアルに
のっとった職員
研修・防災訓練
が 実 施 で き た
か。 
 
・県の私費会計
規準にのっとっ
た業務処理が行
え、事故や不祥
事は起きなかっ
たか。 

・年間計画に則
り、地震・風水
害・火災・帰宅訓
練の集合練習等の
防災訓練が実施で
きた。 
・県の財務事務調
査で、私費会計事
務での大変高評価
と改善課題との両
面での指摘があっ
た。 

・放送設備の音量
調節や、校舎外に
避難した時の拡声
器の使用等いつい
て、調査・検討し
ていきたい。 
・左記調査での高
評価をさらに活か
し、一層精度と効
率性を高めた私費
会計事務を実践す
る。 

・各種の災害を想定した
防災訓練の定期的実施が
できるようになり素晴ら
しい。 
 
・在校時に大災害が起こ
った場合にどう行動すべ
きかの指導・訓練をお願
いする。 

・年間計画に則り、地震・風水
害、火災、帰宅訓練の集合練習
等の防災訓練ができた。放送設
備等、確認すべきことが見えた
訓練でもあった。 
 
・県の私費会計基準に則った事
務処理を行うための取組への工
夫の効果が出ている。 

・放送設備の確認等を事前に行
い、より実践的な防災訓練につ
いて検討を進めていく。 
 
 
 
・今後も適切な私費会計処理に
努める。 

 


